
 

 

 

 

 
学校経営から学ぶ 
本校の学校経営方針、「すべての教育活動は、人権・同和

教育の視点をもって計画・実践する」を基調とし、生徒

（先生）も安心して楽しく学べる（働ける）授業（職場)と

するため、互いの考えを聞き合う、互いの意見を支え合う

関わりづくりをめざしています。特に、「先生も『わからな

い』『知らない』が言える。生徒や職員と一緒になって学

ぶ。実践で磨く。」という言葉には、心を打たれました。 

そのために、職員の連絡事項等は ICT を積極的に活用す

ることで、業務の負担を減らしつつ、必要な対話の時間を

確保しています。 

また、保護者に対しても、本音で語り合うような活動を取り入れ、地域や保護者の

ご意見を学校経営に取り入れるだけでなく保護者同士で助け合うような場づくりを目

指しています。 

 

授業から学ぶ 
参観した授業では、教師の指

導する声は少なく、課題解決に

向けて生徒同士で学び合う温か

な声が響いていました。 

今後は、指導案の「ふりかえ

り」を、生徒が表現するような

文で示すことで、本校の学校研

究である「めあて、課題等の設

定」との連動や評価規準がより

明確になると思いました。 
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